
惑
溺
噸
灘
纏
綿
魅
織
野
晒
紬
臨

機
時
彊
腰
i
i
転
職
繊
醗
Y
i
i
鰹
鰭
i
音
韻
騒
臓
鰐
「

語
り
の
会

ぼ
て
ふ
り
第
十
五
回
公
瞼

目
時

令

夜毎

場
所

同園閣
前部部桑

元匠年年
声後後年

九
月
二
十
六
日
(
本
)

二
時
半
開
検
(
二
時
開
場

六
時
半
開
演
(
六
時
開
場
)

資
料
館
・
小
劇
場

入
場
料

二
〇
〇
〇
円

倣
野
弘
・
確
∴
は
う
よ
語
れ
よ
り

「
割
勘
見
毅
由
東

神
谷
二
輪
武

金
が
万
事
の
世
の
中
、
た
っ
た
ー
つ
の
苓
腕
を
巡
っ
て
、
匠
戸
に
募
ら
ず
人
々
の
中
に
人
相
あ
ふ
れ

る
講
が
…
。
一
方
、
賄
嫁
政
給
が
強
行
す
る
中
、
綾
と
欲
と
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
…
。

俗
曲
・
端
唄
̃
征
戸
の
彩
り
̃
拾
心
う
め
書

日
本
蛭
と
三
療
線
が
似
合
う
俗
曲
師
と
し
て
人
気
の
う
め
舌
さ
ん
は
音
、
高
度
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド

に
C
D
制
確
や
、
日
本
だ
け
で
な
く
悔
外
で
の
ラ
イ
ブ
揺
動
な
ど
に
総
擢
中
で
す
。
今
田
も
会
塩

一
拓
に
匠
・
ア
惜
鎧
を
瑛
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。

萄
漣
寛
・
確

恩
讐
の
彼
方
に

野
間

衡
平

「
恩
讐
の
彼
方
に
」
は
、
九
州
、
大
分
耶
馬
湊
「
青
の
洞
門
伝
就
」
を
モ
デ
ル
に
、
菊
池
寛
が
大
正
八
年

に
発
表
し
た
、
短
編
小
説
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
堀
の
実
話
に
、
復
讐
物
語
を
書
き
加
え
た
創
椿
で
あ

り
、
テ
ー
マ
小
龍
の
創
始
者
た
る
菊
池
寛
の
確
品
の
中
で
も
屈
指
の
傑
確
と
言
わ
れ
て
い
る
。

索
郎
み
ゆ
き
・
確

幻
色
は
戸
ご
よ
み
よ
り

だ
る
ま
猫

向
蕊
∵
和
美

一
昨
年
の
今
頃
に
は
、
蜜
し
い
気
分
で
考
え
て
い
た
。
一
年
も
た
て
ぼ
、
け
っ
こ
う
一
人
前
の
願
を

し
て
、
足
場
か
ら
長
粒
を
飛
び
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
。

そ
う
し
て
…
麦
漆
は
…
。



新
し
い
時
代
を
迎
え
て

「
語
り
の
会
ぼ
て
ふ
り
」
公
演
は
、
十
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
の
た
ま
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
号
が
「
令
和
」
と
改
ま
っ
て
初
め
て
の
「
ぼ
て
ふ
り
公
演
」
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い

語
り
の
会
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
一
同
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
大
江
戸
八
百
八
町
の
中
で
活
躍
し
た
「
ぼ
て
ふ
り
」
を
原
点
に
、
「
語
り
の
ぼ
て
ふ
り
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ピ
チ
ビ
チ
と
し
た
生
き
の
良
い
魚
や
み
ず
み
ず
し
い
新
鮮
な
野
菜
な
ど
、
句
の
素
材
を
天
秤
棒
で
勢
い
よ
く

か
つ
ぎ
、
町
の
人
々
に
届
け
て
い
た
「
ぼ
て
ふ
り
」
た
ち
‥
。
あ
の
心
意
気
で
す
。

活
動
を
始
め
て
か
ら
十
五
年
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
発
展
し
て
ゆ
け
た
ら
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
末
永
く
、
そ
し
て
あ
た
た
か
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
谷

尚
武

C
M
、
司
会
、
ラ
・
テ
番
組
な
ど
、
フ
リ
ー
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
。

ラ
ジ
オ
N
I
K
K
E
I
「
赤
坂
朗
読
サ
ロ
ン
」
講
師
を
1
9
9
5
年
か
ら

2
0
1
7
年
ま
で
勤
め
た
。
現
在
、
朗
読
の
稽
古
所
「
江
戸
ふ
れ
あ
い
塾
」

を
主
宰
。
ま
た
池
波
正
太
郎
・
作
「
鬼
平
犯
科
帳
」
、
「
剣
客
商
売
」
、
「
仕
掛

人
・
藤
枝
梅
安
」
を
は
じ
め
、
藤
沢
周
平
、
佐
江
衆
一
、
平
岩
弓
枝
、
山
本

一
力
な
ど
、
時
代
小
説
の
C
D
を
録
音
。
舞
台
で
も
「
古
賀
政
男
物
語
」
、

江
戸
時
代
物
の
読
み
語
り
に
憲
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

内
港
∵
和
美
」

故
今
福
祝
氏
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
、
故
高
橋
博
氏
・
故
山
内
雅
人

氏
に
朗
読
、
故
小
金
井
芦
州
氏
に
講
談
を
学
ぶ
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
、
K
プ
ロ
を
経
て
、
現
在
「
話
芸
集
団
ぶ
れ
さ
ん
ぼ
う
ず
」
に
所

属
。
定
期
公
演
の
ほ
か
「
ハ
ー
ト
ス
ト
リ
ン
グ
ス
語
り
と
朗
読
の
会
」

は
7
6
回
を
数
え
る
。
」
テ
レ
「
い
と
お
か
し
朗
読
会
」
出
演
。
木
母
寺

「
梅
岩
忌
」
に
作
品
「
隅
田
川
」
を
奉
納
。
「
西
澤
費
の
朗
読
の
教
科
書
」

付
属
C
D
に
朗
読
者
と
し
て
参
加
。
こ
れ
ま
で
の
朗
読
作
品
の
中
か

ら
紹
介
「
清
経
」
「
敦
盛
」
「
黒
衣
」
e
-
C

野
間
∴
僻
耳
」

元
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
長
。
「
3
時
の
あ
な
た
」
、
「
ス
タ
ー
千

一
夜
」
等
の
番
組
司
会
や
、
ニ
ュ
ー
ス
を
担
当
。
現
在
、
フ
リ
ー
・
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、
朗
読
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
講
師
を
勝
め
、
後
進

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
池
波
正
太
郎
、
山
本
周
五
郎
な
ど
、
「
時
代

小
説
」
の
朗
読
を
中
心
に
活
動
。
朗
読
講
座
「
銀
座
寺
子
屋
」
主
宰
。

絵
心
う
め
喜
一

岡
山
県
倉
敷
市
生
ま
れ
、
初
代
く
ら
し
き
観
光
大
使
。
平
成
2
年
長
唄

を
始
め
る
。
平
成
3
年
国
立
劇
場
寄
席
暁
子
研
修
生
第
8
期
生
。
平
成

5
年
社
団
法
人
落
語
芸
術
協
会
に
入
会
。
平
成
8
年
桧
山
さ
く
ら
に

端
唄
・
俗
曲
を
師
事
。
平
成
n
年
俗
曲
師
・
桧
山
う
め
吉
と
し
て
活
動

開
始
。
平
成
1
2
年
寄
席
の
色
も
の
と
し
て
高
座
デ
ビ
ュ
ー
。
平
成
1
3
年

C
D
「
お
園
め
ぐ
り
」
発
表
。
平
成
2
3
年
福
武
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

寄
席
の
ほ
か
C
D
制
作
や
ラ
イ
ブ
、
海
外
で
も
活
動
し
て
い
る
。

企
画
・
制
作
語
り
の
余
裕
で
ふ
り

連
絡
"
お
問
い
合
わ
せ

(
電
話
・
F
A
X
)

神
谷
尚
武
〇
四
二
-
七
二
五
-
四
六
五
一

〇
九
〇
-
一
七
七
八
-
一
一
〇
八

内
藤
和
美
〇
四
二
-
五
九
三
-
三
七
一
八

桧
山
う
め
吉
〇
三
-
五
九
二
〇
-
三
〇
六

(
サ
ト
ウ
企
画
)

事
務
局
(
神
橋
)
〇
三
-
三
三
三
七
-
九
三
〇
七

〇
O
i
∃
a
i
一
つ
q
三
二
の
∞
㊥
⊃
i
f
♀
○
○
∃

会場

江東区深川江戸資料館

〒135臆0021

東京都江東区白河1-3-28
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交通機関

地下鉄大江戸線

清澄白河駅下車(徒歩3分)

地下鉄半蔵門線

清澄白河駅下車(徒歩3分)


